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目標をもって     
校長 眞々田  透 

 本校では、６日前に１学期の終業式が終わり、２学期になりました。１年を半分に

分けて前半と後半というふうに考えることができますが、後半が始まりました。 

 ３年生は、いよいよ自分の希望する進路を実現するために、しっかり力を付ける時

期になります。学習面でもわからないところはそのままにしておかないで積極的に先

生方に質問をし、自分なりにペースをつかみながら最後の最後まであきらめずに頑張

ることが大切になります。  

 ２年生は、学校生活の中心として活躍する時期です。学習面はもちろんですが、行

事・生徒会活動・部活動を盛り上げて、楽しく充実した学校生活を築いて欲しいと思

います。１年生はすっかり中学校生活に慣れたでしょうが、これからがいよいよ頑張

りどきです。しっかり学習面でも生活面でも取組んでください。  

 １学期には、体育祭・修学旅行をはじめいろいろな行事、委員会、部活動に取り組

み、大きな力を示しました。２学期は、マラソン大会や文化発表会などがありますが、

メリハリをもちながら、切り替えを上手にしながら大いに力を発揮してください。  

 そのためには、１学期の反省から目標を考え、自分は学年の終わりには「こうなっ

ていたい、こうしたい」という考えで目標を立ててほしいと思います。  

 そこで、目標を立てる上で大事にしてほしいことが２つあります。  

 一つ目は、目標とは「こうなっていたい、こうしたい」という見通しや希望ではな

く、「こうするのだ」という強い気持ち、意志を持つことが大切です。強く意識する

ことで、頑張れるし、自分自身がレベルアップしていきます。きびしい言い方をすれ

ば途中であきらめたり、投げ出してしまうようなものは目標とはいえません。  

 二つ目は、目標を達成するには、スモールステップといいますが、もう少し小さな

目標、具体的な目標を立ててみることです。期間も残り６ヶ月あるわけですが、１０、

１１、１２月と３ヶ月ずつに分けて立ててみる、さらにできれば月ごとの計画にして

みるということです。「千里の道も一歩から」と言います。遠い道もまず一歩を踏み

出さないと始まらない。とにかく目標に向かって踏み出してみて、自分ができるとこ

ろから小さな目標をひとつひとつ達成することで、大きな目標の達成につなげていく

ことです。一人一人が自分でよく考えて目標に向かって何事もがんばる２学期にして

ほしいと願っています。活躍を期待しています。  

 

 

教育目標  

・よく考える人になろう  

う 

 

・豊かな心をもった人になろう  



部活動や地域で活躍しています！  

第６回自分で作る朝ごはんコンクール  奨励賞 ３年女子(９月１８日) 

練馬区読書感想文コンクール  佳作「きよしこ」を読んで ２年女子  (１０月９日) 

第４９回練馬区中学校生徒総合体育大会剣道女子団体の部  第３位(１０月７日) 

薬物乱用防止標語  

会長賞 薬物は使うな 誘うな やらせるな！ ３年男子 

 ※会長賞作品は、東京都が行う東京都選考候補作品として推薦されました。  

佳作 「少しだけ」気持のすきまに入り込む  みんなで止めよう  薬物乱用２年男子  

佳作 一回で自分の未来消えていく  恐ろしすぎる 薬物乱用 １年女子  

                                        

小学校との連携を進めています 

大泉第二中学校と大泉南小学校・大泉第二小学校の児童との交流活動として、部活

動見学会を１３日(土 )に実施しました。多数の児童が訪れ、興味深く見学していまし

た。また、２２日には、小学校６年生の児童 (合計約 270 名)が中学校の５校時の授業

を参観しました。小学生は全学級の教室を回り、授業を真剣に見入っていました。放

課後には体育館に集まり、生徒会役員がスライド等を使って学校説明会を行いました。

小学生にとっては、中学校ってどんなところか不安な気持ちもあったかと思いますが、

今回の体験で少しは解消されたのではないかと思います。  

 

 

１０月２３日 (火) 

小雨の降る中、練馬区交通

安全課と石神井警察署のご協

力により、３年に一度の自転

車安全教室を開催しました。  

 スタントマンによる交通事

故を再現し、事故の衝撃や怖

さを体験することができました。自転車利用の安全五則（①自転車は車道が原則、歩

道は例外。②車道は左側を通行。③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行。④安全ル

ールを守る。⑤子どもはヘルメットを着用）を守りましょう。また、傘を差しながら

や携帯電話を使用しながらの運転もしてはいけません。 


